（別紙様式４）
　　　　　　　　　提出された意見等の概要とこれに対する考え方
　案　　 件　 　名　：　兵庫県廃棄物処理計画（改定版）（案）
　意見募集期間  ：　平成１９年３月２３日～平成１９年４月１２日
　意見等の提出件数　：　９件（５人）
	項目等
	意見等の概要
	件数
	県の考え方

	第３章第２節２

産業廃棄物（数値目標）

（P.27）
	最近は景気がいいので、産廃の排出量は、増えているのでは。
本当に産廃を今程度の排出量にできるのでしょうか。
	１
	（既に盛り込み済み）

ご指摘のとおり、最近の景気の動向を元に将来の産廃排出量を推計しますと、平成27年度には、平成15年度に比べ、8.6％増加するという結果になります。これを抑えるため、計画案P.29、Ｐ.33に記述しているように、製造業での資源生産性の向上や、多量排出事業者への指導を強化することにより、平成15年度実績の維持を図ります。

	第４章第１節１

廃棄物の排出抑制の推進

（P.30）
	昔に比べ減ったとはいえ、1人一日のごみ排出量が、全国ワースト５位とは恥ずかしい話でありなんとかすべきだ。
リサイクル率も国全体の率より低いことも恥ずかしい。
しかし、リサイクルが必要なことは間違いないが、リサイクルすることを免罪符にして、まだまだ使えるものを捨てるようなことは慎むべきであり、少しでもごみを減らすために、まずはものを使い切ることが必要である。
	１
	（ご意見を反映）

廃棄物の発生量を減らすには、物を最後まで使い切ることが大切です。そこで、P.30の７行目の後に、次の一文を加えます。

もったいないの精神を活かし、まずは物を最後まで使い切ること、それでも発生した廃棄物はリサイクルに回すよう努力することを啓発・実践し、廃棄物の排出抑制を図っていく。

	第４章第１節１

廃棄物の排出抑制の推進

（P.31）
	レジ袋削減対策の推進など「もったいない」の精神を生かした排出抑制対策の推進が掲げられていますが、具体的にはどうするのでしょうか。
コープ神戸では、レジ袋を使用する場合には一枚5円を袋代として払って自由に使用していましたが、レジ袋の使用率をさらに下げるために、一部の店ではレジで有料配布するように変更されています。他のスーパーでもこのような取り組みが必要ではありませんか。
県として、積極的に指導してください。
	１
	（ご意見を反映）

レジ袋削減対策の一層の推進を図るため、推進体制を見直し、P.31の②レジ袋削減対策の推進の記述を、次のように修文します。

平成18年6月の容器包装リサイクル法改正により、レジ袋を含めた容器包装廃棄物の排出抑制を図るため、小売業者には使用原単位の低減目標の設定、多量利用事業者には使用の合理化に係る取組状況の報告が義務付けられた。この改正を受け、県５R生活推進会議で従前より展開していたマイバッグ運動によるレジ袋削減を促進するとともに、事業者（販売店）、消費者、行政の連携のもと、「レジ袋削減推進協議会（仮称）」を新たに設置し、レジ袋の有料化などによるレジ袋の削減を全県的に推進する。

	第４章第１節１

廃棄物の排出抑制の推進

（P.31）
	レジ袋は便利でもあるが、過剰に使いすぎの面もあることから、その削減に努力すべきであろう。小売業会は、お互い痛みを分け合って、その削減に努めるべきである。またレジ袋の有料化は、ごみ減量化の方向性としてやむを得ないと考える。
	１
	（上に同じ）

	第４章第１節１

廃棄物の排出抑制の推進

（P.32）
	ゴミの減量化のために有料化は今後の方向性としてやむを得ないが、有料化ゴミ出しルールを無視して出す輩が出てくると考える。これを防ぐ対策もきちんとやって欲しい。
	１
	（既に盛り込み済み）

　計画案P.32に記述しているように、県と市町で「県市町廃棄物処理協議会（仮称）」を設置し、有料化について協議します。この中で、ルールを無視したごみ出しなど、有料化の問題点についても協議検討し、市町が行う対策をサポートします。

	第４章第１節２

廃棄物の資源化・再生利用の推進

（P.34）
	家庭ごみの削減が計画どおり進むか否かが重要な問題となると思われます。

神戸市に住んでいますが、以前に比べごみの分別の種類が増えました。しかし、テレビで放映される他の市町村の資源ごみの回収風景に比べれば、それほど進んでいない感じがします。大都市でも、名古屋市は分別回収が進んでいると聞きます。

県で計画を作っても、市町が真剣にもっと工夫をしなければ、ごみの削減はできないのではないでしょうか。
	１
	（既に盛り込み済み）

本年度、第5期の容器包装廃棄物の分別収集促進計画を策定することとしておりますが、計画案P.34に記述しているように、市町が実施している分別収集について、分別数の少ない市町がより多くの分別数を目指す契機となるよう、容器包装廃棄物の分別収集促進計画に分別数の基準を設定のうえ盛り込むとともに、市町ごとのランクを公表して、早期に上位ランクへ移行するよう働きかけて市町での分別収集の取組を強化していきます。
また、計画案P.44に記述しているように、「県市町廃棄物処理協議会（仮称）」の中で、ごみ分別収集の取組強化について協議検討します。



	第４章第１節２

廃棄物の資源化・再生利用の推進

（P.34）
	容器包装リサイクル法における市町の分別数ランクでｃランクの市町は、もっと分別努力すべきである。
この分別は、住民が出すときの分別種類と同じなのでしょうか。
	１
	（上に同じ）

ここでいう分別は、市町が収集後に行う分別も含みます。従って、住民がごみを出すときの分別とは必ずしも同じとは限りません。

	第４章第２節３

不適正処理の未然防止と不法行為に対する厳格な対応

（P.40）
	不法投棄には、腹が立つ。警察と連携して徹底的に厳しい対応をすべきです。
ごみや不法投棄を減らすのは、大変なことですが県や市町の皆さん、頑張って下さい。
	１
	（既に盛り込み済み）

不法投棄の防止を図るため、計画P.40に記述しているように、県では「不法投棄防止対策協議会」を設置し、不法投棄に係る情報交換や個別事案に係る対策を協議するとともに、県下8地域に「地域廃棄物対策会議」を設置し、地域における不適正処理防止対策を推進してきました。また、野外焼却や不法投棄等に迅速かつ的確に対処するため、不法処理監視員、監視機動班を配置して早期発見、早期対応を図ってきました。今後はさらに、不法処理監視員を増やし、地域による不法投棄防止意識の高揚をめざして、住民との合同監視パトロールの実施や、自治会への監視カメラの貸出などにより、不法投棄を許さない地域づくりを推進して行きます。

また、東播磨県民局が平成17年度に創設した産業廃棄物処理業者と地域住民が協働して不法投棄事案の原状回復を行う「廃棄物エコ手形制度」を、社団法人兵庫県産業廃棄物協会の協力を得て、全県的な展開に向けて取り組んで行きます。

	第５章第２節２

事業者との協働
（P.44）
	計画の推進体制として、産業廃棄物協会との協働と記述されているが、具体的にはどのようなことか。
	１
	（既に盛り込み済み）
P.45の表にあるように、事業者と連携した廃棄物の適正処理及び資源化の推進について、積極的に参画していただきたいと考えています。
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